
 

 

 

 

 

～ 1 学期が無事終わりました ～ 

  

  

 

 

                                      

 

 

～ 人間的に値打ちのあるものは、めんどくさいこと ～ 
今回は、『子どもに贈りたい 120 の言葉』（佐々木勝男編著・民衆社）という本から１つご

紹介したいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

そもそも勉強なんてめんどくさいものです。よくよく考えてみますと、勉強以外にもスポ

ーツもオシャレをすることも、ゲームをすることも本当はめんどうなことです。しなくても

生きていけることばかりです。でも、めんどくさいものに価値を見い出すことができるのが

人間なのではないでしょうか。 

そして、人との関わり合いの中でしか生きられないのが人間です。人は助け合わないと生

きていけない動物なのです。１人では生きていけない社会を人間は築き上げてきたのです。

そんな人との関わり合いは、実にめんどくさいことです。相手の気持ちを推し量ることは、

本当にめんどくさくて、難しいことだと思います。だからこそ、そこに価値があるのだと考

えます。友だちと想いを共有できたとき、うれしい気持ちや楽しい気持ちがわいてくるのだ

と思います。勉強もスポーツも同じです。学校に来ることも友だちがいることも同じです。

めんどくさいからこそ、そこから逃げ出さずに続けていきたいものです。続けるからこそ、

助け合って生きる人間としての成長があるはずです。 

映画監督の山田洋次さんは、『めんどくさいもの・人間』（旬報社）という本の中でこ

う語っています。 

「私はよく人間的に値打ちのあるものは、みんなめんどくさいことではないかなというふ

うに思うんですけれどもね。恋愛なんかは、じつにめんどくさいゴチャゴチャしたことだ

し、本来、教育なんていうのは、一番めんどくさいことでなければいけない。」 

教育がめんどくさいのは、絶えず人との関わり合いの中で行われる行為だからです。し

かし、このめんどくさい行為を通してこそ、人間として成長していけるのもまた事実です。

このめんどくささを楽しめるようになったら、もうしめたものです。 
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１学期の教育活動に対するあたたかいご理解とご支援に深く感謝いたします。誠にありがとう

ございました。 

 新型コロナウイルス感染症の拡大は、今もなお安心できる状況には至っておらず、その姿

を少しずつ変えながら、「第７波」の急拡大が懸念されるなど、依然として終息の兆しが見え

てこない状況にあります。そんな中ですが、氷丘小学校の子どもたちは、無事に１学期の終業

式を迎えることができました。暑い中でもできる予防対策を徹底し、熱中症予防にも努めて

きました。それぞれにやるべき事をきちっと守って行動できたことが、無事な今につながっ

たと思います。まだまだ制限の多かった１学期でしたが、子どもたちなりによく我慢し、頑張

っていたことが、本当にうれしかったです。また、保護者の皆様には、例年通りといかない学

校運営に何かとご心配やご迷惑をおかけしたことと存じますが、温かなご理解ご協力を得る

ことができました。心より感謝申しあげます。今後も、感染症への、また熱中症への対策には

十分気をつけてお過ごしください。 

明日から夏休みが始まります。およそ４週間あまりの間、お子さんをご家庭に委ねることとな

ります。我々教職員は、この期間を「教師としての自分のあり方」を見つめ直す貴重な機会とした

いと思っております。また、ご家庭におかれましては、親子の絆、家族の絆をより深める機会とな

ることを願っております。 

２学期も教職員一同、力を合わせて教育活動に取り組んでまいります。今後とも保護者、地域

の皆様のご理解とご協力をよろしくお願いいたします。 

～ 星に願いを ～ 
７月７日は七夕でした。それに合わせて、高学年の児童会メンバーが、みんなの願いを短冊

に書いて校内に飾りたいと児童会担当にお願いしてきました。私たち教職員にとっては、たい

へんうれしく、また価値のあることだと思います。というのも、先生か 

ら言われたことをするのではなく、自分たちの学校生活を自分たちの力 

で素敵なものにしていこうと活動するのが児童会活動だからです。 

今後も、こうした活動が子どもたち自ら積極的に行われていくよう、 

私たち教職員も一緒にがんばっていきたいと思います。 

それでは、子どもたちが短冊に込めた願いを少しだけご紹介します。 

 

 

～ 夏休みを有意義に ～ 
 
長期休みでしかできないことを満喫するのも、有意義な夏休みを実現するためのポイン

トです。勉強ももちろん大切ですが、外の世界に触れることでしか体験できないこともあ
ります。家族と一緒に出かけたり、ゆったりと団らんの時間を過ごしたり、かけがえのな
い思い出を作れるのも夏休みの良さであると思います。 
また、祖父母の家で長期間過ごしたり、新しい習い事にチャレンジしたりするのも夏休

みの醍醐味です。祖父母の家では積極的にお手伝いをしたり、昔の話を教えてもらう、い
とこと遊んで過ごすなど、貴重な体験を重ね一回りも二回りも成長できるでしょう。 
もちろん感染症対策、熱中症、交通事故、海や川での事故等にくれぐれも気を付けてい

ただき、ぜひ有意義な夏休みをお過ごしください。 
 
【夏季休業中の教職員の勤務と電話対応について】 
・勤務時間は８：１５～１６：４５です。 
・加古川市は８月１３日～１５日の３日間が学校閉庁日となります。 
・閉庁日を除く平日の電話対応時間帯は勤務時間と同じく８：１５～１６：４５となって
おります。 

・閉庁日、土日祝日は、教職員は出勤しておりません。 
・平日であっても、研修や講習等で校外に出ている場合があります。  

・みんなの願いがかなって、しあわせになりますように（５年） 

・おおきくなりますように（１年） 

・みんなとなかよくできますように（３年） 

・コロナがおさまりますように（２年） 

・将来、薬ざいしになって、かん者さんをすくい、 

え顔にさせられますように（４年） 

・みんなが笑顔で楽しい学校生活を送れるように（６年） 


